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広　報

　町内の全小学校で、５年生を対象にした自然学校が５月 16 日から４泊５日の日程で行
われました。このうち温泉地域連合（温泉・照来・八田・奥八田の４小学校）は５月 19 日、
諸寄の塩谷海水浴場でいかだづくりに挑戦しました。いかだは浮きの役目をするポリタン
ク 20 個を板で固定したもので、児童たちは 8 班に分かれ、それぞれにいかだを完成させ
ました。8 隻のいかだは同時に海に漕ぎ出したものの、海に出てすぐに固定していたひも
が緩んで沈没するものや、オールと竹ざおをうまく操って湾の中ほどまで漕ぎだしたもの
もあり、塩谷浜は子どもたちの歓声が響いていました。
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町政のうごきから 
学
校
給
食 

統
一
献
立
が
ス
タ
ー
ト　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

    

地
元
の
食
材
と
郷
土
料
理
を
提
供
し
ま
す

　

町
内
の
子
ど
も
た
ち
に
同
じ
献
立
の
給
食
を
食
べ
て
も
ら
お
う
と
５
月
18
日
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
統
一
メ
ニ
ュ
ー
を
始
め
ま
し
た
。
第
一
回
は
、
三
尾
で
採

れ
た
天
然
ワ
カ
メ
を
使
っ
た
み
そ
汁
が
提
供
さ
れ
、
季
節
感
の
あ
る
地
元
食
材
を

味
わ
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
地
産
地
消
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
、
郷
土
料
理
な
ど
の

統
一
メ
ニ
ュ
ー
を
月
に
1
回
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。　

天
然
ワ
カ
メ
の
入
っ
た
「
わ
か
た
ま
み

そ
汁
」と
日
本
海
の
キ
ス
を
使
っ
た「
キ

ス
フ
ラ
イ
」、「
青
菜
と
か
ま
ぼ
こ
の
和

え
物
」
な
ど
の
献
立
と
な
り
ま
し
た
。

　

照
来
小
学
校
で
は
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

に
児
童
が
集
ま
り
学
年
ご
と
に
配
膳
。

「
い
た
だ
き
ま
す
」
の
唱
和
を
待
ち
か

ね
た
よ
う
に
、
磯
の
香
り
が
す
る
ワ
カ

メ
を
お
い
し
そ
う
に
味
わ
っ
て
い
ま
し

た
。（
写
真
上
・
左
）

学
校
で
食
育
を
す
す
め
ま
す

　

学
校
に
お
い
て
は
こ
れ
ま
で
か
ら
食

育
を
進
め
て
お
り
、
学
校
園
で
の
栽
培

活
動
や
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
、
生
き
た
教

材
と
し
て
米
飯
給
食
や
地
場
産
物
を
活

用
し
た
食
に
関
す
る
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
給
食
セ
ン
タ
ー
で
も
、

伝
統
的
な
食
文
化
を
継
承
し
よ
う
と

〝
じ
ゃ
ぶ
〟
な
ど
の
献
立
も
取
り
入
れ

て
き
ま
し
た
。

　

温
泉
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
西
澤
麻

美
栄
養
士
（
温
泉
小
学
校
学
校
栄
養
職

員
）
は
「
山
と
海
の
地
元
食
材
を
使
っ

た
献
立
を
作
り
た
い
。
給
食
を
通
じ
て

　

町
内
に
は
、
旧
町
単
位
で
２

つ
の
給
食
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
別
の
献
立
で
給
食
を

作
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
か

ら
、
地
元
食
材
を
使
っ
た
統
一

メ
ニ
ュ
ー
を
月
１
回
実
施
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

三
尾
産
の
ワ
カ
メ

　

こ
の
日
は
、
三
尾
で
採
れ
た

郷
土
料
理
や
地
産
地
消
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
し
て
い
き
ま

す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　

浜
坂　

℡
82
‐
１
３
９
７

　
　

温
泉　

℡
92
‐
１
０
８
２

統
一
献
立
の
ワ
カ
メ
を
納
入
し
た

　
　
　

中
村
新
一
さ
ん
（
三
尾
）

　

温
泉
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
は

初
め
て
納
入
し
ま
し
た
。
天
候
の

い
い
５
月
12
日
に
刈
り
取
り
、
冷

凍
保
存
し
て
お
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
磯
の
香
り
を
届
け
た
い
と

思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、

地
元
の
お
い
し
い
も
の
を
た
く
さ

ん
食
べ
て
、
元
気
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
元
の
お
い
し
い
も
の
を　

　

た
く
さ
ん
食
べ
て
ほ
し
い



3

所
蔵
記
念　

川
元
顧
山
作
品
展

　
　

　
　

お
披
露
目
の
記
念
展
示
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
　
　

☆ 
期 

間　

平
成
24
年
３
月
24
日
（
土
）
～
４
月
11
日
（
水
）

　
　
　

☆ 
会 
場　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
ホ
ー
ル
」
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町政のうごきから

そ
の
後
、
日
本
美
術
家
連
盟
関
西
支
部
委

員
、
美
術
文
化
協
会
関
西
地
区
（
近
畿
・

中
国
・
四
国
・
九
州
）
の
代
表
な
ど
を
務

め
た
。

　

花
や
自
然
を
通
し
て
自
然
や
命
へ
の
限

り
な
い
愛
情
を
作
品
と
し
て
表
現
し
た
作

品
の
裏
に
は
、
常
に
強
い
精
神
性
を
秘
め

た
新
実
在
主
義
の
特
異
の
方
向
が
示
さ
れ

て
お
り
、
画
家
の
心
象
を
斬
新
な
夢
の
世

界
と
し
て
画
布
に
定
着
さ
せ
て
い
る
と
評

価
さ
れ
て
い
る
。
平
成
６
年
、
77
歳
で
亡

く
な
っ
た
。

　

本
名
は
川
元
進
。
大
正
７
年
、
新
温
泉

町
熊
谷
に
生
ま
れ
る
。
昭
和
11
年
、
鳥
取

県
立
第
二
中
学
校
（
現
県
立
東
高
校
）
在

学
中
に
「
山
陰
美
術
展
」
に
出
品
し
た
作

品
が
賀
陽
宮
様
に
献
上
さ
れ
た
。
同
年
旧

官
立
京
都
高
等
工
芸
学
校
（
現
国
立
京
都

工
織
大
）
に
入
学
。
在
学
中
に
新
日
本
洋

画
協
会
会
員
に
推
挙
さ
れ
た
が
、
昭
和
14

年
卒
業
と
同
時
に
同
協
会
を
脱
会
し
た
。

　

昭
和
20
年
豊
岡
中
学
（
現
豊
岡
高
校
）

退
職
後
、
住
居
を
京
都
や
奈
良
に
移
し
、

天
性
の
素
質
を
生
か
し
画
家
の
世
界
に
入

り
、
以
後
数
多
く
の
作
品
を
残
し
た
。
昭

和
24
年
、
美
術
文
化
協
会
会
員
と
な
り
、

　

画
家
と
し
て
活
躍
し
た
熊
谷
出
身
の
川
元
顧
山
画
伯
の
作
品
86
点
を
川
元
家

菩
提
寺
で
あ
る
西
光
院
（
大
阪
市
中
央
区
・
金
澤
利
治
住
職
）
か
ら
寄
贈
を
受

け
ま
し
た
。
川
元
画
伯
の
作
品
は
ふ
る
さ
と
で
所
蔵
し
、
広
く
公
開
す
る
こ
と

が
ふ
さ
わ
し
い
在
り
方
で
あ
る
と
の
意
向
で
、
出
身
地
で
あ
る
本
町
に
寄
贈
い

た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　

作
品
は
、
油
彩
を
中
心
と
し
て
水
彩
、
デ
ッ
サ
ン
画
、
軸
装
、
版
画
、
書
の

86
点
に
も
及
び
ま
す
。
本
町
の
誇
る
べ
き
先
人
と
し
て
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、

寄
贈
い
た
だ
い
た
作
品
は
大
切
に
保
管
し
、
定
期
的
に
公
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
坂
先
人
記
念
館　

℡
82
‐
４
４
９
０

熊
谷
出
身
の
画
家

川
元
顧
山
画
伯
の
作
品
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

川 元 顧 山 画 伯　

「新生」（三部作のうちの１枚・1966 年）

写真上「彼女」
写真右「春  さとざくら」



簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
等
の

給
付
を
行
っ
て
い
ま
す

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
地

デ
ジ
を
ま
だ
視
聴
で
き
な
い
低
所
得
世

帯
に
対
し
て
、支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
に
な
る
世
帯
や
支
援
の
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。
申
し
込
み
受
付
期
限

は
、
７
月
24
日
（
日
）
ま
で
（
消
印
有

効
）
で
す
の
で
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

※
申
込
受
付
か
ら
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

の
設
置
お
よ
び
工
事
ま
で
、
１
ヵ
月
以

　地上デジタル放送完全移行まであと１ヵ月

　　　７月24日正午以降は
　　　アナログ放送は見られません

注目 2

お急ぎください
　デジタル対応

　

兵
庫
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
兵
庫
）
で
は
、「
地

デ
ジ
臨
時
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し

ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
、
地
デ
ジ

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
、
質
問
を

お
受
け
し
ま
す
。
ま
た
戸
別
訪
問
や
調

査
依
頼
へ
対
応
す
る
た
め
、
地
デ
ジ
レ

　

７
月
24
日（
日
）で
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
し
、地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送（
以

下
地
デ
ジ
）に
完
全
移
行
し
ま
す
。
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、24
日
正
午
か
ら
ブ
ル
ー

バ
ッ
ク
の
「
お
知
ら
せ
画
面
」
に
移
行
し
、
24
時
ま
で
に
す
べ
て
の
放
送
が
終

了
（
完
全
停
波
）
し
ま
す
。
地
デ
ジ
を
視
聴
す
る
た
め
の
準
備
を
し
な
い
と
テ

レ
ビ
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

地
デ
ジ
を
視
聴
す
る
に
は
、
地
デ
ジ
対
応
の
テ
レ
ビ
に
買
い
替
え
る
か
、
地

デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買
い
足
す
と
い
っ
た
方
法
が
あ
り
ま
す
。
一
部
、
ア
ン
テ

ナ
の
設
置
・
調
整
工
事
等
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
対
応
を
お
急

ぎ
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

企
画
課　

℡
82
‐
５
６
２
４

ス
キ
ュ
ー
カ
ー
を
配
置
し
ま
す
。

◇
と
き　

　

６
月
15
日
（
水
）
～
８
月
26
日
（
金
）

　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　

※
土
・
日
、
祝
日
を
除
く

◇
と
こ
ろ　

　

新
温
泉
町
役
場　

１
階
ロ
ビ
ー

注目 1
　

 　

役
場
に
「
地
デ
ジ
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6
／
15 

～ 

8
／
26　

4 4
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
が
全
額
免
除
の
世
帯
と

　
　
　
　

 

町
民
税
非
課
税
世
帯
に
は
支
援
が
あ
り
ま
す



上
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯

◆
支
援
の
対
象　

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

で
、
ま
だ
地
デ
ジ
に
対
応
で
き
て
お
ら

ず
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
が
全
額
免
除

の
世
帯
が
対
象

・
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助
を
受
け

て
い
る
世
帯

・
障
が
い
者
が
い
る
世
帯
で
、
世
帯
全

員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
の
世
帯

・
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
、
自
ら
テ

レ
ビ
を
持
ち
込
ん
で
い
る
世
帯

　

テ
レ
ビ
調
査
員
や
工
事
業
者
を
名

乗
っ
て
不
正
請
求
を
行
っ
た
り
、
郵

便
に
よ
る
振
り
込
め
詐
欺
（
架
空
請

求
）
を
行
っ
た
り
す
る
事
例
が
起
き
て

い
ま
す
。
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す

る
誤
っ
た
情
報
や
不
十
分
な
情
報
に
も

と
づ
い
て
関
連
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
売

り
つ
け
る
悪
質
商
法
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

デ
ジ
サ
ポ
兵
庫

　

℡
（
０
７
８
）
３
３
０
‐
０
１
０
１

　

　アナログ放送終了までの
　　テレビ画面イメージ
        　    　※実際の放送画面とは異なります。
●７月１日以降

　通常の画面の上に終了日までのカウントダウ
ン等が表示されます。また、定期的に全画面スー
パーやブルーバック等の「お知らせ画面」が短
時間挿入されます。

●７月 24 日正午以降

　７月 24 日正午からブルーバックのお知らせ
画面に変わります。２４時までに停波します。

●停波後

　７月 24 日 24 時までに停波し、この後は映
りません。テレビは見られません。

�
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・
平
成
23
年
３
月
11
日
以
降
に
災
害
救

助
法
適
用
区
域
内
に
お
い
て
一
定
以

上
の
被
害
を
受
け
た
世
帯
、
ま
た
は

避
難
勧
告
な
ど
を
受
け
て
い
る
世
帯

（
被
災
者
）

◆
支
援
内
容　

　

地
デ
ジ
対
応
の
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー

１
台
を
無
償
給
付
し
、
設
置
工
事
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ン
テ
ナ
等
の
改
修

に
つ
い
て
も
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
町
民
税
非
課
税
世
帯

◆
対
象
の
対
象　

　

ま
だ
地
デ
ジ
に
対
応
で
き
て
お
ら

ず
、
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税

の
措
置
を
受
け
て
い
る
世
帯
で
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
と
放
送
受
信
契
約
を
締
結
す
る
意
思

の
あ
る
世
帯

◆
支
援
内
容　

　

地
デ
ジ
対
応
の
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー

１
台
を
無
償
給
付
し
ま
す
。
ま
た
、
設

置
・
操
作
方
法
に
関
す
る
電
話
サ
ポ
ー

ト
を
行
い
ま
す
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実

施
セ
ン
タ
ー

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
は
、

　
　

℡
０
５
７
０
‐
０
３
３
８
４
０
へ

　

町
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
支
援
は
、

　
　

℡
０
５
７
０
‐
０
２
３
７
２
４
へ

悪
質
商
法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
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6

　

５
月
22
日
、
第
24
回
麒
麟
獅
子
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、
過
去
最

高
と
な
る
２
３
５
１
人
の
ラ
ン
ナ
ー

が
日
本
海
を
望
む
コ
ー
ス
で
健
脚
を

競
い
ま
し
た
。

　

役
場
前
を
ス
タ
ー
ト
し
て
浜
坂
北

小
学
校
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
ハ
ー
フ
、

10
㌔
、
5
㌔
、
3
㌔
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の

４
コ
ー
ス
（
性
別
、
年
齢
別
等
で
27

部
門
）
を
設
定
。
埼
玉
県
か
ら
熊
本

県
ま
で
全
国
各
地
か
ら
、
1
歳
か
ら

85
歳
ま
で
の
ラ
ン
ナ
ー
に
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
沿
道
に
は
住
民
の
皆

さ
ん
が
応
援
に
駆
け
つ
け
、「
頑
張

れ
」
と
い
う
声
援
と
惜
し
み
な
い
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
後
は
名
物
に
な
っ
て
い
る

「
い
わ
し
団
子
汁
」
が
振
る
舞
わ
れ

た
ほ
か
、
温
泉
入
浴
券
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
、
疲
れ
た
体
を
癒
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
地
区
や
団
体
、
中
高
校

生
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
３
０
０

人
が
大
会
運
営
に
あ
た
り
、
大
会
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

第
24
回
麒
麟
獅
子
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

潮
風
受
け
て
２
３
５
１
人
が
力
走

号砲とともに元気よく走り出す参加ランナー（３キロの部）

閉会式で宇都野神社麒麟獅子舞を披露

ゴール前は最後の力を振り絞って後走員と一緒にサンビーチを快走中

いずみ会による名物 “ いわし団子汁 ” 完走後のほっとした笑顔 入賞者の健闘を称えます（車イスの部）
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地域で職業体験

トライやる・ウィーク
　� 月 23 日から 2� 日までの５日間、町内２中学校の 2 年生
139 人が「トライやる・ウィーク」に参加し、4� 事業所で職
業体験をしました。
　生徒らは事業所の皆さまに指導いただき、働くことの厳しさ
や責任を果たすことの大切さ、一つのことに打ち込むことの楽
しさと達成感を実感することができました。さらに、自分たち
の住む地域をあたらめて見直し、新しい自分を発見する機会に
もなったようです。
　生徒を受け入れてくださった事業所の皆さま、指導ボラン
ティアの皆さま、大変お世話になりました。

 中学生記者が 広報しんおんせん-トライやる版-を制作

 中学生 139 人が 47 事業所で汗を流しました

 　役場企画課にも 5 名のトライやる
生が “1 日体験 ” に来てくれました。
午前中は町内３ヵ所で同級生らの奮闘
ぶりを取材。指導ボランティアやトラ
イやる生にインタビューしたり、慣れ
ない写真撮影に挑戦しました。午後は
自分で撮影した写真を選び、取材メモをもとに記事を
書いて、“ 広報しんおんせん ‐ トライやる版 ‐ “ を
作り上げました。「最初は何を質問すればいいかわか
らなかったけど、繰り返すうちにわかってきました。」
と取材の感想を書いた生徒もありました。

　認定こども園、商店、美容院、郵便局、
温泉施設、レストラン、ガソリンスタン
ド、福祉作業所、旅館・・・・。
　生花を入れるバケツの洗浄、園児の給
食の世話、料理教室では商品の栄養表示
の学習。商店では品物の入れ替えや掃除
に力が必要だったり、眠い目をこすりな
がら朝５時からの定置網漁を体験した
り。生徒らは、想像した以上に仕事は幅
が広く、重労働であることに驚いている
様子で、悪戦苦闘しながらも与えられた
仕事に真剣に取り組んでいました。

緊張しながら初めての取材
（写真左）

できあがった広報に満足げ
な中学生記者たち（写真下）
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男
性
参
加
者
募
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

そ
ば
打
ち
を
し
な
が
ら
男
女
共
同
参
画
社
会
を
考
え
ま
せ
ん
か

H23（2011）.6.9

広報しんおんせん（６月号）

 
６
月
23
日
～
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間
で
す

 　
男
女
が
自
分
ら
し
く
生
き
生
き　
　

　
　
　
　

暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
て　

　

男
女
が
お
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
い
、

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
そ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
男
女

共
同
参
画
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
、
平
成
11
年
６
月
23
日
に
「
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
毎
年
６
月
23
日
～
29
日

ま
で
の
一
週
間
を
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

家
族
や
地
域
、
職
場
や
学
校
に
お
け
る
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？　
　
　
　
　
　
　

文
化
会
館　

℡
82
‐
３
３
２
８

　

下
の
表
は
、
平
成
21
年
１
月
に
実
施

し
た
、「
女
性
に
つ
い
て
、
人
権
上
特

に
関
心
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
も
の
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
回
答
結
果
で

す
。

　

女
性
の
人
権
に
つ
い
て
は
、「
育
児
、

家
事
、
高
齢
者
介
護
な
ど
が
女
性
の
社

会
進
出
を
困
難
に
し
て
い
る
」
が
41
・

８
％
、
次
い
で
「
職
場
に
お
け
る
待
遇

の
違
い
（
仕
事
内
容
や
昇
給
・
昇
進
の

男
女
差
）」
が
38
・
１
％
、「
男
女
の
固

定
的
な
役
割
分
担
意
識
（
男
は
仕
事
、

女
は
家
庭
な
ど
）」
が
33
・
３
％
、「
男

尊
女
卑
が
残
っ
て
い
る
」
が
25
・
３
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　新温泉町民の人権に関するアンケート結果から
　　　　　　　　　　　　　　（平成 21 年 1 月実施）
女性について、人権上特に問題があると考えているものを３つまで選ん
でください。
　　＜上位４項目＞　　　　　　　　　　　　　　　　回収人数 693 人

項　　　　　目 人数（人）率（％）

１ 育児、家事、高齢者介護などが女性の社会進出を困
難にしている 290　 41.8　

２ 職場における待遇の違い（仕事内容や、昇給・昇進
の男女差など） 264　 38.1　

３ 男女の固定的な役割分担意識（男は仕事、女は家庭
など） 231　 33.3　

４ 男尊女卑意識が残っている 175　 25.3　

１　育児、家事、高
齢者介護などが女
性の社会進出を困
難にしている。

２　職場における待
遇の違い。（仕事
内容や、昇給・昇
進の男女差など）

３　男女の固定的な
役割分担意識（男
は仕事、女は家庭
など）

４　男尊女卑意識が
残っている。

％

　

婦
人
会
員
と
そ
ば
打
ち
を
体
験
し

ま
す
。男
性
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

✿
と
き　

６
月
30
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

　

✿
と
こ
ろ　

文
化
会
館

　

✿
テ
ー
マ　

郷
土
料
理
を
通
じ
て

　
　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
考
え
る

　

✿
内
容　

講
話
、
そ
ば
打
ち
体
験

　

✿
募
集
人
員　

15
名

　

✿
申
込
締
切　

６
月
24
日
（
金
）

　

✿
申
込
先　

社
会
教
育
課　

　
　
　

℡
82
‐
５
６
２
９
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広
げ
よ
う　

深
め
よ
う　

人
権
学
習
の
輪

　
　

人
権
セ
ミ
ナ
ー
講
座
生
募
集

「　
『
人
権
』
っ
て
難
し
い
・
・
・
？
」
い
え
い
え
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
が
楽
し
く
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
す
た
め
の
大
切
な
権
利
で
す
が
、

私
た
ち
に
と
っ
て
、
と
て
も
身
近
な
こ
と
で
す
。

　

当
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
お
話
を
聞
い
た
り
、
体
験
を
通
し
て
、

参
加
者
の
方
の
〝
心
の
栄
養
剤
〟
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　　　　　　　セミナー開催日程
開催日 会　場 学習テーマ、講師など

７月４日
( 月）

浜坂多目的
集会施設

「災害と人権」
   尾崎彰一さん（美方広域消防本部救急救命士）

８月６日
( 土）

夢ホール

新温泉町人権を考えるつどい
「共に生きる社会をめざして

　　　　　　～自殺予防のための処方箋～」
   香山リカさん（精神科医・立教大学教授）

９月９日
( 金）

浜坂多目的
集会施設

「太鼓の響きに人権の想いをのせて」
   東淀川区太鼓集団「烈火」のみなさん
   森田栄二さん（大阪市学校元気アップ支援員）

10 月 � 日
( 水）

町民セン
ター

「久斗山安泰寺での多文化共生」
   ネルケ無方さん（安泰寺住職）

11 月 9 日
( 水）

浜坂多目的
集会施設

「男女共同参画は “ 元気の素 ”」

   河崎紀子さん（鳥取県男女共同参画センター企画員）

12 月 � 日
( 月）

町民セン
ター

「地域活動支援センター “ いわつばめ ” からの発信！」
   田中壮一郎さん（いわつばめ支援員）

※時間は午後７時～８時 30 分。
　人権を考えるつどい（８月６日）のみ午後１時 30 分～３時 30 分

▼
募
集
対
象

　

町
内
在
住
又
は
在
勤
の
方

▼
募
集
人
員　

80
名
程
度

▼
開
設
回
数　

６
回
（
下
表
参
照
）

▼
受
講
料　

無
料

▼
応
募
期
限　

6
月
20
日
（
月
）

※
い
っ
た
ん
締
め
切
り
ま
す
が
、
継
続

し
て
受
け
付
け
ま
す
。

▼
修
了
証　

４
回
以
上
参
加
さ
れ
た
方

に
は
、
修
了
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
そ
の
他　

会
場
ま
で
の
交
通
手
段
の

確
保
が
困
難
な
方
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　
　

℡ 

82
‐
５
６
２
９

　

教
育
委
員
会
分
室

　
　

℡ 

92
‐
１
８
７
０

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」　

　

強
化
週
間
・
電
話
相
談

　

い
じ
め
、
体
罰
、
児
童
虐
待
な
ど
子

ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
に
つ

い
て
、
電
話
相
談
を
受
け
ま
す
。
相
談

無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
と
き　

　

６
月
27
日
（
月
）
～
７
月
１
日
（
金
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　

７
月
２
日
（
土
）・
３
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

▼
電
話
番
号
（
全
国
共
通
・
無
料
）

　

℡
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

▼
担
当
者　

　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

▼
問
い
合
わ
せ　

　

神
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課　

　

℡
（
０
７
８
）
３
９
２
‐
１
８
２
１

人
権
相
談

　

住
民
の
人
権
を
守
る
た
め
、
人
権
擁

護
委
員
が
人
権
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

▼
と
き　

毎
月
、
原
則
第
一
水
曜
日

　
　
　
　
（
午
前
９
時
～
11
時
30
分
）

▼
と
こ
ろ

　

文
化
会
館
、
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ　

人
権
推
進
室

　
　

℡
82
‐
３
３
２
８

昨年の講座の様子
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　新温泉町では被災された方々を支援するた
め、住民の皆さまや企業から寄せられた義援
金や支援物資の搬送、町職員の派遣を行って
います。今後も随時、支援を行う予定です。
皆さまのご協力をお願いします。
■ 義 援 金　募金箱を 6 月 30 日まで、町内
19 ヵ所に設置しています。
■支援活動　兵庫県建設業協会浜坂支部（中
村曉支部長）のメンバー 28 人が、５月 23
日から 28 日まで宮城県石巻市で、がれきや
泥の撤去作業のほか、風呂や但馬牛の焼き肉
の提供など災害支援を行いました。その際、
町内の小学生が描いた絵や、メッセージの寄
せ書きなど 15 枚を届けていただきました。
絵には「パワーをおくるよ」「未来を信じて」
など、子どもたちの心のこもった応援の言葉
が書き込まれていました。（写真下）

H23（2011）.6.9

広報しんおんせん（６月号）

谷
本　

勇
さ
ん　

地
域
活
動
功
労

　
（
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議

会
専
門
員
・
田
井
）

太
田
昭
雄
さ
ん　

生
活
消
費
功
労

　
（
兵
庫
県
保
健
衛
生
組
織
連
合
会
副

会
長
・
諸
寄
）

 

兵
庫
県
功
労
者
表
彰 

　
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　兵庫県は、携帯電話のメール機能やホームページ機能
を利用して、住民に直接、緊急情報などを発信する「ひょ
うご防災ネット」を開設しています。登録すると、兵庫
県災害対策センターや兵庫県但馬県民局から大災害等の
緊急時に、いち早くその情報を受け取ることができます。
◇情報内容　
　地震情報（県内震度４以上）、津波情報、気象警報（大

雨、洪水など）、土砂災害警戒情報
◇登録方法　次のどちらかの方法で「ひょうご防災ネッ

ト」のホームページに接続し、「ひょうご防災ネット
登録方法」に従って登録してください。

　① URL　http://bosai.net/
　②ＱＲコードから接続

◇費用　登録は無料。メール閲覧時に通信料がかかります。
　　　　　　　　　－問い合わせ－
　　　　　町民課消防防災係　℡ 82 ‐ 5621

「ひょうご防災ネット」を　　　
　　　　　　　利用ください

 

法
務
省
人
権
擁
護
局
長
表
彰 

　

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

池
田
重
廣
さ
ん
（
人
権
擁
護
委
員
・
田

井
）

　

  一日も早い復興を願って　東日本大震災

ご支援ありがとうございました
これからもご協力をお願いします

突然襲う土砂災害。身を守るのは、
｢日頃の備え｣と｢早めの避難｣です！
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　6 月の浜坂サンビーチは小さなコマツヨイグサ
（小待宵草）の黄色い花に覆われます。待宵草とい

う名前が付いていますが、咲くのは昼です。砂浜に
続くボードウオーク沿いでは、コマツヨイグサの他
にも沢山の砂地の植物が育っています。萌黄色の草
の間から、シロツメクサの白やマンテマのピンク、
ハマエンドウの青紫などが、白砂や青い海を背に鮮
やかな色合いを競っています。周囲にはイネ科の植
物も多様な穂を出して、一年で最も美しい浜坂サン
ビーチの風景です。
　コマツヨイグサは北アメリカ原産の帰化植物で、
日本へは昭和期になって入り、山陰海岸では 30 年
ほど前から目につくようになりました。葉は深く羽
状に裂けたものから裂けないもの等さまざまで、茎
はやや地を這

は

い、先が立ち上っています。草丈は
30 ～ �0㎝ほど、花片は黄色で 4 枚、花の直径は 2
～ 3㎝で、しぼむと赤黄色に変わります。このこと
から、属名がギリシャ語で酒を飲むという意味のオ
ノエテラとなっているのが面白いと思いました。
　コマツヨイグサやハマエンドウの群落を見ながら
歩いていると、咲き継ぐ野草たちが初夏の訪れを歓
迎して、祝宴を広げているように見えてきました。
　　　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん

 

コ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ

　
　
　
　
　
（
ア
カ
バ
ナ
科
）

 野草散歩（6)   
国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

例　付加保険料を 10 年納付した場合
< 保険料の納付額 >

400 円× 12 ヵ月× 10 年＝ 48,000 円
< 付加年金の受給額（年額）>

200 円× 12 ヵ月× 10 年＝ 24,000 円
　→   2 年受給すると総額　48,000 円
　→   � 年受給すると総額  120,000 円
　→ 10 年受給すると総額 240,000 円
※納付月数が何月でも、付加年金を２年間受
給すると、納付した付加保険料の総額と同額
になります。

年
金
の
額
を
増
や
し
た
い
方

「
付
加
年
金
」
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

　

65
歳
か
ら
支
給
さ
れ
る
老
齢
基
礎
年

金
は
、
満
額
で
78
万
８
９
０
０
円
で
す

が
、
も
う
少
し
多
く
の
年
金
を
受
け
た

い
と
お
考
え
の
方
に
は
、「
付
加
年
金
」

と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◆
付
加
保
険
料
と
付
加
年
金
の
額

　

付
加
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
月

額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

付
加
年
金
の
額
は
「
２
０
０
円
×
付

加
保
険
料
を
納
め
た
月
数
」
の
式
で
計

算
さ
れ
、
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し

て
受
け
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

付
加
年
金
を
２
年
間
受
給
す
る
と
、

納
付
し
た
付
加
保
険
料
総
額
と
同
額
に

な
り
、
以
降
は
支
払
っ
た
額
以
上
の
付

加
年
金
を
一
生
涯
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。　

◆
付
加
保
険
料
を
納
付
で
き
る
方

○
自
営
業
者
な
ど
、
国
民
年
金
の
第
１

号
被
保
険
者
に
限
ら
れ
ま
す
。

○
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
な
ど
、
国

民
年
金
の
任
意
加
入
者
も
付
加
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
全
額
免
除
・
一
部
免
除
な
ど
、
保
険

料
を
免
除
さ
れ
て
い
る
方
は
付
加
保

険
料
を
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

○
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
方
は
付

加
保
険
料
を
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

◆
留
意
事
項

○
付
加
保
険
料
は
納
付
期
限
を
過
ぎ
る

と
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

○
い
つ
で
も
任
意
の
と
き
に
申
し
出

て
、
そ
の
納
付
を
や
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。（
そ
の
場

合
で
も
掛
け
捨
て
に
は
な
り

ま
せ
ん
。）

○
付
加
保
険
料
は
定
額
で
、
物

価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
増
減
は

あ
り
ま
せ
ん
。

◆
手
続
き
と
相
談
先

　

健
康
課
ま
た
は
温
泉
総
合
支

所
住
民
福
祉
課
、
日
本
年
金
機

構
豊
岡
年
金
事
務
所
の
窓
口
へ

◆
問
い
合
わ
せ

　

日
本
年
金
機
構

　
　

豊
岡
年
金
事
務
所

　
　

℡
（
０
７
９
６
）

　
　
　

22
‐
０
９
４
５
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加藤文太郎
記念図書館

「6月のおすすめの本」
ご案内

あなたがいる場所
沢木耕太郎著／新潮社

両親の離婚の危機に心を痛める少女のあ
る決断。大事な一人娘を事故で亡くした
父親の苦しみを救った片腕のない男。理
不尽ないじめを受ける少年が守った血に
染まった白い鳩。深い孤独の中に差し込
む一筋の光のように、魂に響く珠玉の短
編集。

生まれた命にありがとう
　野田聖子著／新潮社

50 歳で母となった、国会議員の野田聖子
さん。卵子提供による体外受精という道
を選んだ彼女とパートナーの、ともに歩
んだ時間は壮絶で長い道のりだった。前
作「私は、産みたい」から６年、母となっ
た彼女の喜びと感動、そして新しい命と
の日々。

ふまじめ介護  ゆうゆう流
　　　　　田辺鶴瑛著／主婦と生活社
実母、義母、義父を何年間も介護した女
性講談師の語る『心が軽くなる介護術』
とにかく長続きのコツは、〈ラクラク〉〈お
気楽〉〈のんびり〉が大切。この本には、
技術よりもストレスを溜めない方法が書
かれています。笑顔の介護のヒントにし
て下さい。

かなしいときには
キャシー・パーキンソン絵／ＰＨＰ

小さな子どもだって、悲しい気持ちにな
ることがあります。仲間はずれにされた
り、いいたいことが言えなかったり…。
その気持ちをどうやって表現していいか
わからない時、自分の気持ちを誰かに話
す大切さと、気持ちを上手に切り替える
ことを、やさしく教えてくれる絵本。

りんごがコロコロコロリンコ
三浦太郎作／講談社

ぞうさんがりんごを取ろうとしたら、り
んごがすべってコロコロとどこまでもこ
ろがって行きました。いったいどこまで
行くのでしょう…。楽しい言葉の繰り返
しが耳に心地よい、子どもと一緒に読み
たいかわいい絵本。

  おはなし会　　　　　           
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

 『ムムムのうた』 他
　◆と き　６月25日（土）午後2時～

 『やぎのしずかのたいへんな
　　　　たいへんないちにち』 他
　◆と き　７月９日（土）午後2時～

休館日のお知らせ　　　　  
【開館時間】

月～金曜日　午前 10 時～午後 6 時
土・日曜日　午前 10 時～午後 5 時
＊リクエストや予約したい本があり

ましたら気軽にお問い合わせくだ
さい。

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（６月号） 12

７月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

は休館日

６月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
５ ６ ７ ８ ９ 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30
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広報しんおんせん（６月号）

　
　
　
　

▼
問
い
合
わ
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　
　
　
　
　
　
　

℡　

82
‐
５
２
２
２

洞ほ
ら

ヶ
谷た
に

、 

戸へ

田だ

穴あ
な

観か
ん

音の
ん

の　

　
　
　
　
　
　

  

タ
フ
ォ
ニ
ー

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ ⑬

　
　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　
　

℡　

92
‐
１
１
３
１（
代
表
）

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

 
景
品
を
も
ら
う
つ
も
り
が
・
・
・　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

催
眠
商
法
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

Ｄ
さ
ん
（
60
歳
）
女
性
の
相
談

　
「
公
民
館
前
で
無
料
の
商
品
を
配
る
」

と
書
か
れ
た
ち
ら
し
を
見
て
、
会
場
に

行
っ
た
。　
　
　

　

洗
剤
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
等
を

も
ら
っ
た
後
で
、
肩
こ
り
や
腰
痛
に
効

く
と
電
気
治
療
器
を
勧
め
ら
れ
、
契
約

し
て
し
ま
っ
た
。
本
当
に
効
く
か
わ
か

ら
な
い
し
、高
額
な
の
で
解
約
し
た
い
。

催
眠
商
法
に
ご
用
心
！

　

最
初
は
、
日
用
品
を
無
料
で
配
っ
た

り
、
安
く
売
っ
た
り
し
て
お
得
感
を
あ

お
り
、
興
奮
状
態
の
中
で
、
高
額
な
健

康
器
具
や
布
団
な
ど
を
契
約
さ
せ
る
手

口
を
「
催
眠
（
Ｓ
Ｆ
）
商
法
」
と
言
い

ま
す
。契

約
し
て
し
ま
っ
た
ら

　

契
約
日
か
ら
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
制
度
を
使
っ
て
、

全
面
解
約
で
き
ま
す
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ
て

い
て
も
、
事
実
と
違
う
こ
と
を
告
げ
ら

れ
た
り
、
長
時
間
勧
誘
さ
れ
た
な
ど
販

売
方
法
に
問
題
が
あ
っ
た
場
合
は
、
契

約
の
取
り
消
し
を
主
張
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

健
康
に
不
安
の
あ
る
人
や
一
人
暮
ら

し
の
人
は
狙
わ
れ
や
す
い
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

　

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

岸
田
川
右
岸
、
新
市
「
洞
ヶ
谷
」
と

呼
ば
れ
る
標
高
約
２
０
０
ｍ
に
は
、
切

り
立
っ
た
岩
壁
中
の
洞
窟
に
祠
ほ
こ
ら
が
祭

　新温泉町
消費生活相談室

　

こ
の
穴
は
タ
フ
ォ
ニ
ー

（
洞
穴
状
の
風
化
浸
食
穴
）

と
い
い
ま
す
。
こ
の
付
近

　

町
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト(

景
勝
地
）に
つ
い
て
、

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇
館
長
が
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

の
地
質
は
凝
灰
角
礫
岩
（
角
レ
キ
や
火

山
灰
が
混
じ
っ
た
岩
石
）
か
ら
な
り
、

岩
石
中
の
割
れ
目
や
岩
石
に
含
ま
れ
て

い
る
泥
岩
の
レ
キ
や
火
山
灰
質
の
や
わ

ら
か
い
部
分
が
水
や
風
で
崩
壊
し
、
浸

食
さ
れ
て
で
き
た
地
形
と
思
わ
れ
ま

す
。
身
近
な
と
こ
ろ
に
で
き
た
断
崖
や

洞
窟
な
ど
珍
し
い
地
形
を
探
訪
し
て
ほ

洞ヶ谷（写真上）と
洞窟内の社（同中）

ら
れ
て
い
ま
す
。
洞ど
う

窟く
つ

は
幅
８
ｍ
、
奥
行
き
４

ｍ
、
高
さ
５
ｍ
の
楕だ

円え
ん

形
で
す
。
洞
窟
内
に
は

立
派
な
社
や
し
ろ
が
祭
ら
れ
て

い
ま
す
。
す
ぐ
下
に
は

幅
３
ｍ
、
奥
行
き
２

ｍ
、
高
さ
70
㎝
の
洞
窟

が
あ
り
、
カ
エ
ル
の
口

の
よ
う
な
形
を
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
に
は
鎖
く
さ
り
や
鉄
梯は
し

子ご

で
登
る

よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
昔
の
修
験
道
の

場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

下
流
、
戸
田
に
も
標
高
76
ｍ
の
小
山

の
岩
壁
に
も
多
く
の
洞
窟
が
点
在
し
、

「
穴
観
音
」
と
呼
ば
れ
る
祠
も
あ
り
ま

す
。
洞
窟
は
標
高
約
20
～
50
ｍ
に
あ
り

ま
す
。
田
君
川
の
橋
の
た

も
と
で
も
同
様
の
洞
窟
が
見
ら
れ
ま

す
。

多 く の タ フ ォ ニ ー
が点在する

おかしいな、困ったな、と思ったら、
早めに『消費生活相談室』にお電話
ください。秘密は厳守します。
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まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 23 年５月 20 日現在

広報しんおんせん（６月号）

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

リフレッシュパークゆむら
プール塗替修繕工事 湯 プールコート塗装 面積 416㎡

コースライン塗装 延長 202.4m 3,255,000 平成 23 年 4 月 19 日～
平成 23 年 5 月 31 日 尾﨑建設㈱

リフレッシュパークゆむら
営繕工事 湯 プールろ過装置設置、給湯ス

トレージタンク設置 １式 9,828,000 平成 23 年 4 月 19 日～
平成 23 年 5 月 31 日 ㈱田中工業所

浜坂南小学校プール
塗装等工事 栃谷 大・小プール塗装、プール便所

改修、プールろ過装置改修 １式 6,163,500 平成 23 年 4 月 19 日～
平成 23 年 6 月 10 日 ㈱菅原建設

（平成 23年 4月 16日～平成 23年 5月 15日契約分）

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）

㈱たじみや
食品製造
の管理者 40以下 170 ～ 250
経理・総
務事務 45以下 200 ～ 350

㈱テクノ・サービス 製造スタッフ 不問 142
㈱マルワ渡辺水産 フロント

兼事務員 不問 138
㈱エコール鳥取 塾講師 59以下 150 ～ 250
㈱大上建設 土 木 施 工

管理技師 59以下 250 ～ 300
㈱ＳＴＣ ミシンオペレーター 不問 125
㈱カインドサービス
エージェンシー 一般事務 不問 134 ～ 142
㈲福田建機 建設機械整備 39以下 155 ～ 205
㈱リフティングブレーン 惣菜の製造 不問 158
㈱メフォス山陰営業所 調理業務 不問 137 ～ 154
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180 ～ 215

（温泉地域）

医療法人社団良和会
湯村温泉病院

正看護師 不問 176 ～ 205
准看護師 不問 169 ～ 188
介護職員 不問 167 ～ 176

㈱井筒屋 客室係 60 以下 231 ～ 256
㈱とみや旅館 調理人見習 39以下 150 ～ 200
社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら 介護員 不問 156 ～ 178
㈱マルワフーズ渡辺水産 営業 不問 169 ～ 289
ベジバス 飲食店運営全般 不問 120 ～ 260
社会福祉法人　新温
泉町社会福祉協議会

ケアマネー
ジャー 不問 160 ～ 184

㈱御やどゆもと 客室係 59以下 176

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（町全域）

神戸ヤクルト販売但馬営業所 宣伝、販売 不問 900 ～ 1,000
たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 1,050 ～ 2,180

（浜坂地域）

㈱マル海渡辺水産
フロアスタッフ 不問 750 ～ 1,000
販売店員 不問 750 ～ 1,000
調理補助 不問 750 ～ 1,000
事務員 不問 800 ～ 1,000

㈱マルワ渡辺水産
調理補助 不問 800
フロアスタッフ 不問 800
水産加工

（障害者訓練） 不問 734
㈱エコール鳥取 塾講師 不問 850 ～ 1,500
㈲富士建設 介護職員 不問 850 ～ 950
スナック華 フロアスタッフ 不問 1,000 ～ 1,300
㈱トヨダ 販売員 不問 740 ～ 880

（温泉地域）
医療法人社団良和会
湯村温泉病院

正看護師 不問 1,200 ～ 1,400
准看護師 不問 1,200 ～ 1,400
介護補助員 不問 950 ～ 1,000

㈱井筒屋

コーヒーコ
ーナー 不問 850
施設係 不問 850
朝食係 不問 850
昼食係 不問 950
案内係 不問 1,000
客室係 不問 1,325

㈱西沢製作所 溶接工 不問 735

平成 23 年度新温泉町臨時職員採用候補者募集
職　種 採用人員 職務内容 賃 金 等 配  属  先 応  募  資  格  等 採用期間 勤  務  時  間  等

保育補助 1 名
保育補助

業務
 １時間

826 円
 浜坂認定
　こども園

 満 60 歳未満
 

 7 月 1 日～
     9 月 30 日
    （更新あり）

 午後 1 時～ 7 時
 （月～土勤務）
 社会保険・雇用保険加入

監視員 4 名
プール監視
及び施設管

理業務
 日額

6,400 円
 社会教育課

（B&G 海洋セ
ンター）

 満 60 歳未満で
 水泳のできる人

 7 月 21 日～
     8 月 26 日

 午前 8 時 30 ～午後 5 時 15 分
 週 5 日勤務（土日勤務あり）
 毎週月曜日休館

◇応 募 方 法　市販の履歴書に必要事項を記入し、写真貼付の上、役場総務課人事係へ提出してください。
◇受 付 期 間　平成 23 年 6 月 9（木）～ 20 日（月）午後 5 時まで
◇面 接 日 時　平成 23 年 6 月 28 日（火）午後 5 時 15 分から行います。
◇面 接 場 所　新温泉町役場　２階応接室
◇問い合わせ　役場総務課　人事係　℡８２ ‐ ３１１１
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産
地
情
報
の
伝
達
（
米
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
法
）
が
義
務
化　
　
　

　
　
　

  　
　
　
　

７
月
1
日
か
ら

　

米
や
米
加
工
品
の
流
通
ル
ー
ト
を
速

や
か
に
特
定
す
る
た
め
、
昨
年
10
月
１

日
に
「
米
穀
等
の
取
引
等
に
係
る
情
報

の
記
録
及
び
産
地
情
報
の
伝
達
に
関
す

る
法
律
」（
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
）

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
生
産
者
や
製
造
業
者
、

小
売
業
者
、
外
食
業
な
ど
の
方
は
次
の

こ
と
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

①
取
引
等
の
記
録
の
作
成
、
保
存

②
取
引
等
に
伴
う
産
地
情
報
の
伝
達　

　
（
原
料
原
産
地
の
表
示
な
ど
）

❖
外
食
店
等
で
は
米
飯
類
の
産
地
情
報

を
、
メ
ニ
ュ
ー
に
記
載
、
店
内
に
掲

示
す
る
な
ど
し
て
お
知
ら
せ
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

❖
小
売
店
で
は
商
品
に
産
地
情
報
を
貼

付
す
る
な
ど
し
て
お
知
ら
せ
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。（
国
産
米
の
場
合

は
、「
国
内
産
」「
国
産
」
な
ど
と
表

示
。
外
国
産
の
場
合
は
そ
の「
国
名
」

を
記
載
す
る
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

農
林
水
産
省
近
畿
農
政
局
兵
庫
農
政

事
務
所　

消
費
流
通
課

　

℡
（
０
７
８
）
３
３
１
‐
９
９
４
７

H23（2011）.6.9

　
―

農
業
委
員
会
情
報
№
64

 

農
地
は
皆
の
宝
物　

有
効
に
利
用
し
ま
し
ょ
う

広報しんおんせん（６月号）

◆
耕
作
放
棄
地
と
は

　

１
年
以
上
作
付
け
せ
ず
、
今
後
数
年

の
間
に
再
び
耕
作
す
る
は
っ
き
り
し
た

意
思
の
な
い
土
地
の
こ
と
で
す
。
多
少

手
を
加
え
れ
ば
耕
地
に
な
る
可
能
性
の

あ
る
農
地
で
、
現
在
原
野
化
し
て
い
る

土
地
は
含
み
ま
せ
ん
。（
農
林
水
産
省

の
統
計
調
査
に
お
け
る
区
分
）

◆
遊
休
農
地
と
は

　

過
去
１
年
以
上
不
作
付
の
状
態
と

な
っ
て
い
る
農
地
で
、
か
つ
今
後
も
引

き
続
き
耕
作
の
目
的
に
使
わ
れ
る 

見

込
み
の
な
い
農
地
の
こ
と
で
す
。（
法

令
用
語
）

遊
休
農
地
の
増
加
で　
　

多
く
の
悪
影
響
が
生
じ
ま
す

①
鳥
獣
害
の
発
生

②
雑
木
、
雑
草
の
繁
茂

③
病
害
虫
の
発
生

④
粗
大
ゴ
ミ
等
の

不
法
投
棄
の
発

生
⑤
農
地
の
多
面
的

機
能
低
下
に
よ

る
災
害
発
生

農
地
制
度
の
変
更
で
、
遊
休
農
地
の

指
導
が
厳
し
く
な
り
ま
し
た

　

特
に
農
業
振
興
地
域
内
農
用
地
な
ど

の
優
良
農
地
は
、
適
正
管
理
・
保
全

に
努
め
、
国
・
県
支
援
事
業
（
中
山
間

直
接
支
払
い
制
度
、
農
地
・
水
保
全
支

払
い
交
付
金
制
度
、
耕
作
放
棄
地
再
生

利
用
交
付

金
等
）
の

有
効
利
用

に
よ
っ
て

遊
休
農
地

の
防
止
・

解
消
し
ま

し
ょ
う
。

農
地
の
利
用
で
困
っ
た
と
き
は

　

農
業
委
員
会
・
地
元
農
業
委
員
・
農

林
水
産
課
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
遊
休
農
地
等
を
防
ぎ
農
地
を
守
り

育
て
る
た
め
に
、
農
業
者
は
重
大
な
責

任
・
責
務
が
あ
り
ま
す
が
、
併
せ
て
地

域
や
住
民
み
ん
な
で
連
携
・
協
力
し
あ

う
こ
と
が
大
切
で
す
。
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

集落営農オペレータによる田植え作業

―

問
い
合
わ
せ―

　

農
業
委
員
会　

℡
82
‐
５
６
２
６

【
贈
与
税
・
相
続
税
猶
予
制
度
を　
　

　

受
け
て
い
る
特
例
農
地
の
重
要
点
】

①
納
税
猶
予
を
受
け
て
い
る
者
が
農
業

経
営
を
行
わ
な
く
な
っ
た
と
き

②
納
税
猶
予
の
特
例
農
地
を
耕
作
し
な

い
で
荒
地
と
な
っ
た
と
き

③
納
税
猶
予
の
特
例
農
地
を
譲
渡
・
転

用
し
た
と
き

※
右
記
の
場
合
、
納
税
猶
予
は
打
ち
切

ら
れ
、
遡
っ
て
の
納
税
、
ま
た
利
子

税
も
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

こ
の
制
度
は
、
農
業
経
営
を
維
持
、

保
護
す
る
た
め
の
も
の
で
す
、
採
択
条

件
は
遵
守
い
た
だ
き
、
特
に
遊
休
農
地

等
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
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地元の小中学生９名による竹太鼓で幕をあけました。春
来婦人会の踊りやライブ演奏、歌謡ショーが行われ、春
来汁やきき酒が無料で振る舞われました。春来手打ちそ
ばやとち餅などの出店もあり、県内外から訪れた家族連
れなどが春の一日を楽しんでいました。名物「春来そば」
の早食い競争には 10 名が参加し、浜坂の川崎晴人さん
が２連覇を達成しました。

千々見山で桜の手入れ

　県立但馬牧場公園で、恒例の羊の毛刈り体験が行わ
れ、親子連れなど多くの来園者が体験しました。同園に
は 18 頭の羊を飼育しており、毎年この時期にふわふわ
に伸びた毛を刈る “ 衣替え ” が行われています。今年２
回目となる４月29日には２頭の羊が順番に寝転ばされ、
子どもたちが飼育員の助けを借りながら毛刈りを体験し
ました。電動バリカンを手に恐る恐るの体験でしたが、
終わるころには満足げな顔をしていました。刈り取られ
た毛は、８月に行われるクラフト体験に利用されます。

　看護の日の５月 12 日、公立浜坂病院が「看護の日フェ
ア」をナカケー白川店で開催しました。「看護の心をみ
んなの心に」をテーマに、血圧測定や体組成測定などの
健康チェックコーナー、看護師や管理栄養士、理学療法
士が健康体操や栄養、介護について答える相談コーナー
が設けられました。会場には次々と人が訪れ、健康維持
のためのアドバイスを受けていました。「買い物帰りに
気軽に相談できてありがたい。」という感想もいただき
ました。

羊も衣替え

H23（2011）.6.9

広報しんおんせん（６月号）

第17回春来椿山公園祭り

　４月 29 日、諸寄と浜坂の境にある千々見山で「第 12 回千々見山
で遊ぼう」（但馬浜坂ふるさと塾、加藤文太郎山の会など主催）が開
かれ、小雨の降る中、22 人の参加者が桜の手入れと自然観察を行い
ました。12 年前から一昨年まで 10 年間、遊歩道に約 350 本の桜の
苗木を植樹しており、下草を刈ったり添え木をするなど手入れを継続
しています。この日は、遊歩道沿いに咲くミツバツツジやイワカガミ
などの山野草の観察も行い、新緑を楽しみました。

看護の日フェア

　５月 15 日、春
来椿山公園で「第
17 回春来椿山公
園祭り」が行われ、
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大きく育ってね　稚アユの放流

　　　　　　　　　　山菜料理に舌鼓

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（６月号）

　５月 14 日と 15 日、上山高原エコミュージアム恒例
の「春のエコフェスタ」が開催され、県内外から 30 人
が参加し、浜坂海岸・矢城ヶ鼻灯台ので自然観察や上山
高原でのブナの植え付けやハイキング、山菜採りを楽し
みました。夜は、上山高原ふるさと館で待ちに待った交
流会。ウド、ヨモギ、コゴミ、フキノトウなどの山菜の
てんぷらに舌鼓を打ちました。

　５月６日、岸田川漁業協同組合と浜坂南小学校の児童
らによるアユの稚魚の放流が、戸田の岸田川で行われま
した。３年生の児童１０人は、杉谷勉組合長からアユの
生態や岸田川の生物について説明を受けた後、体長 10
㎝の稚魚をバケツに入れてもらい、「大きくなってね」
と声をかけながら川に放しました。
　この日は、岸田川と久斗川、春来川の合わせて 29 ヵ
所で約 11 万匹が放流されました。　

　諸寄海水浴場の塩谷浜で５月 25 日、諸寄観光協会が
海の安全祈願式を行い、梅雨入り前に海開きしました。
塩谷浜には新温泉町Ｂ＆Ｇ海洋センターがあり、毎年、
この時期から海洋スポーツを体験する児童生徒が多く訪
れます。この日は、式に参加した明星認定こども園の園

入梅前の海開き

　シバザクラを通して地域づくりに取り組んでいる海上地区で５月８
日、「第 19 回海上芝桜フェスティバル」が開かれ、町内外から訪れ
た多くの人たちが、化石発見体験や竹トンボ飛ばしなどを楽しみまし
た。カズラを使った輪投げ大会には幼児からお年寄りまでが参加し、
思うように投げられないカズラの輪に悪戦苦闘していました。会場内
には近くの山で採取した山菜の天ぷらや郷土料理の “ じゃぶ ” などの
出店もあり、特産品のもてなしに来場者は舌鼓を打っていました。

海上芝桜フェスティバル

児 25 人が、波打ち
際で水遊びを楽し
みました。服のま
ま水をかけ合って
いた園児らは、水は冷たかったものの「気持ちいい」「また泳ぎたい」
と笑顔がはじけていました。
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H23（2011）.6.9

ご
案
内

広報しんおんせん（６月号）

お
知
ら
せ

「
愛
の
献
血
」
の
お
知
ら
せ

　

18
～
69
歳
の
方
を
対
象
と
し
て

４
０
０
ｍ
ｌ
献
血
を
実
施
し
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

　

６
月
24
日
（
金
）

　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　

日
本
精
機
宝
石
工
業
㈱

　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
　
　
　

Ｊ
Ａ
た
じ
ま
浜
坂
支
店

▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
課
健
康
推
進
係（
す
こ
や
か
～
に
内
）

　

℡
99
‐
２
９
４
０

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

第
10
回
記
念
展
「
俳
句
と
書
の

出
会
い
～
生
き
て
る
ん
だ
な
～
」

　

俳
句
を
指
導
し
て
い
る
尾
崎
龍
さ
ん

（
久
谷
）
と
生
徒
の
俳
句
を
、
滴
心
書

道
会
を
主
宰
し
て
い
る
書
家
綿
貫
墨
石

さ
ん
（
養
父
市
）
と
会
員
の
皆
さ
ん
が

書
い
た
作
品
60
点
を
展
示
し
ま
す
。

　

俳
句
と
書
の
出
会
い
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

▼
と
き

　

６
月
11
日
（
土
）
～

　

22
日
（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

先
人
記
念
館　

　
　

℡ 

82
‐
４
４
９
０

第
12
回
全
日
本
か
く
れ
ん
ぼ
大
会

　

      

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

　

６
月
19
日
（
日
）
湯
村
温
泉
街
を
舞

台
に
全
日
本
か
く
れ
ん
ぼ
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
全
国
各
地
よ
り
思
い
思
い

の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
に
扮ふ
ん

し
た
参
加
者
が

集
ま
り
、
に
ぎ
や
か
な
お
祭
り
の
よ
う

な
時
間
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
次
の
区
間
内

で
交
通
規
制
を
行
い
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
規
制
時
間　

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
15
分

▼
規
制
区
域　

　

天
神
橋
前
、
坂
本
写
真
館
前
、

　

湯
村
温
泉
病
院
前
、
温
泉
大
橋
下
、

夢
ホ
ー
ル
対
岸
三
差
路

▼
問
い
合
わ
せ　

温
泉
総
合
支
所

　

振
興
課　

℡ 

92
‐
１
１
３
１

ごみ出しのルールを　
　　　守りましょう！

　収集時間を過ぎてからのごみ出しが見
られます。再収集は行わないので、ごみ
ステーションにゴミが残ることになりま
す。
　各地区で決められたゴミ出し時間を
守ってください。
　また、水分は十分切ってから、ゴミ袋
に入れてください。
　直接クリーンセンターに持ち込む場合
は、シートやロープでごみを固定し、飛
散しなしよう運んでください。
　

　　　　　―問い合わせ―　
　町民課　生活環境係　℡ 82 ‐ 5621

町
名
検
討
委
員
会　
　
　

　
　
　
　

  「
住
民
懇
談
会
」

　

町
名
検
討
委
員
会
は
、
住
民
の
み
な
さ

ま
か
ら
広
く
意
見
を
募
る
た
め
、
住
民
懇

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
都
合
の
よ
い
会
場

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
申
込
み
は
不
要

で
す
。（
浜
坂
北
・
温
泉
・
浜
坂
南
の
各

小
学
校
区
会
場
は
開
催
済
み
で
す
。）

▼
と
き
・
と
こ
ろ

6
月
20
日
（
月
）
照
来
小
学
校

　
　

22
日
（
水
）
浜
坂
東
小
学
校

　
　

27
日
（
月
）
諸
寄
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

　
　

29
日
（
水
）
八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　

30
日
（
木
）
上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７
時
30
分
～

▼
問
い
合
わ
せ　

町
名
検
討
委
員
会
事

　

務
局
（
企
画
課
）
℡
82
‐
５
６
２
４
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H23（2011）.6.9

新
規
学
卒
者
・
Ｕ
タ
ー
ン

　
  　

　

 

就
職
者
の
激
励
会

　

新
規
学
卒
者
及
び
Ｕ
タ
ー
ン
さ
れ
た

方
が
地
元
で
夢
と
希
望
を
持
っ
て
働

き
、
地
域
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
就
職
者
激
励
会
を
開

催
し
ま
す
。
情
報
交
換
、
交
流
の
場
と

し
て
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

若者就業者町内施設利用券　　　　　　　
「フレッシュマンパスポート」をプレゼントします

　町内各施設の協力により、地元に定住し就職された若
者に対して、町内施設利用券「フレッシュマンパスポー
ト」を発行します。
　施設を利用して自分たちの町の魅力を再認識してまち
づくりにご参加ください。
▼対象者　町内に住所を有する 35 歳以下で、町内の事

業所または通勤可能な範囲の事業所に就職した方で、
次の①～⑤のいずれかに該当する方。（過去に交付を
受けた方は除きます。）

①若者新卒就業者（新規学卒者で就業した方）
②若者Ｕターン就業者　③若者転入就業者
④事業後継就業者
⑤事業所設立就業者
▼内容　パスポートで施設の利用料が免除、割引されます。

▼手続き　勤務先事業主の証明した施設利用券交付申請
書を提出してください。

▼問い合わせ　
　商工観光課　商工労政係　℡ 82 ‐ ５６２５
　振興課　商工観光係　℡ 92 ‐ １１３１

【利用施設一覧】

浜坂地域

七釜温泉「ゆーらく館」
但馬海岸遊覧船
ユートピア浜坂
浜坂先人記念館「以命亭」
浜坂海岸レクリエーションセンター

温泉地域

リフレッシュパークゆむら
湯村温泉博覧館「夢千代館」
ログハウスカナダ（一部自己負担あり）
但馬牧場公園リフト
おもしろ昆虫化石館「八田コミュニティセンター」

▼
と
き　

６
月
29
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

▼
と
こ
ろ　

　

新
温
泉
町
商
工
会
館
（
浜
坂
本
所
） 

▼
対
象
者　

35
歳
以
下
で
、
次
の
①
～

④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
さ
れ
る
方

①
新
規
学
卒
者
で
町
内
事
業
所
に
就
職

さ
れ
た
方
、
町
内
在
住
者
で
町
外
事

業
所
に
就
職
さ
れ
た
方

②
新
規
学
卒
者
で
事
業
後
継
者
ま
た
は

家
族
従
業
員
と
し
て
従
事
さ
れ
た
方

③
過
去
一
年
以
内
に
Ｕ
タ
ー
ン
ま
た
は

転
入
し
、
町
内
・
町
外
事
業
所
に
就

職
ま
た
は
事
業
後
継
者
と
し
て
従
事

さ
れ
た
方

④
新
規
学
卒
者･

Ｕ
タ
ー
ン
、
ま
た
は

転
入
し
、
事
業
所
を
設
立
さ
れ
た
方

▼
内
容　

講
演
、
意
見
交
流
、
記
念
品

の
贈
呈

　

現
在
お
持
ち
の
老
人
（
65
～
69
歳
）、

障
が
い
者
（
高
齢
重
度
障
が
い
者
）、

乳
幼
児
等
、
母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給

者
証
（
水
色
）
の
有
効
期
限
は
６
月
30

日
で
す
。

　

７
月
１
日
か
ら
の
新
し
い
受
給
者
証

老
人
・
障
が
い
者
・
乳
幼
児
・
母
子
家
庭
等

医
療
費
受
給
者
証
の　

         

　

  

更
新
交
付
を
行
い
ま
す

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証 

　

更
新
交
付
の
申
請
手
続
き

　

有
効
期
間
が
９
月
30
日
ま
で
の
特
定

疾
患
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

で
、
10
月
１
日
以
降
も
引
き
続
き
交
付

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
受
給
者
証
が
届
く
ま
で
に
２
ヵ

月
程
度
か
か
り
ま
す
。

▼
申
請
期
間
・
受
付
場
所　

◇
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

　

７
月
１
日
（
金
）
～
９
月
30
日
（
金
）

◇
新
温
泉
健
康
福
祉
事
務
所

　

７
月
12
日（
火
）、19
日（
火
）、26
日（
火
）

　

８
月
2
日
（
火
）、
９
日
（
火
）、

　
　
　

15
日
（
月
）、
30
日
（
火
）

　

９
月
６
日
（
火
）、
13
日
（
火
）

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

　

案
内
通
知
（
申
請
書
等
）
は
送
付
し

て
い
ま
す
。
7
月
上
旬
ま
で
に
届
い
て

い
な
い
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所　

地
域
保
健
課

　

℡ （
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
７
２

▼
申
込
期
限　

６
月
20
日
（
月
）　

▼
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課　

℡ 

82
‐
５
６
２
５

　

振
興
課　

℡ 

92
‐
１
１
３
１

（
黄
色
）
を
６
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
課

　

福
祉
医
療
係　

℡
82
‐
５
６
２
２

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課
国
保
係

　

℡ 

92
‐
１
１
３
１



中
学
校
教
科
書
展
示
会

　

但
馬
管
内
の
中
学
校
で
使
用
さ
れ
て

い
る
教
科
書
を
、
来
年
度
見
直
し
し
ま

す
。
平
成
24
年
度
検
定
済
教
科
書
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
広
く
意
見
を
い
た
だ
く

「
教
科
書
展
示
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

　

６
月
17
日
（
金
）
～
７
月
２
日
（
土
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
月
曜
日
休
）

▼
と
こ
ろ

　

香
美
町
村
岡
区
中
央
公
民
館

▼
問
い
合
わ
せ

　

但
馬
第
３
教
科
書
セ
ン
タ
ー

　
（
香
美
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
内
）

 　

℡
（
０
７
９
６
）
94
‐
０
１
０
１

20

ゴルフ場利用税は県や市町の貴重な財源です！
❖ゴルフ場利用税の額は、ゴルフ場の規模や利用料金

等を基準として、一人一日あたり 300 ～ 1,200 円
❖ゴルフ場利用税の収入額の 10 分の７は、ゴル

フ場のある市町に交付され、地域振興に役立て
ています。

❖ 18 歳未満の方、�0 歳以上の方、障がいのあ
　る方などは、ゴルフ場利用税は非課税です。

              ― 豊岡県税事務所課税第２課 ― 
                         ℡（0�96）26 ‐ 3631   

絶対アカン！不法滞在、不法就労
　就労目的で来日して不法に就労する外国人は依然と
して多く、さらに、不法就労よりも効率的に金銭を得
る手段として犯罪に手を染めるようになる者もあとを
経たない状況です。大量の不法滞在者は来日外国人犯
罪の温床となっていることが指摘されています。
　こうした状況から、警察では、入国管理局との合同
摘発等、不法滞在者の取締りを強化しています。
　社会の健全な発展を図るために、不法滞在、不法就
労問題について正しく理解し、外国人の不法滞在、不
法就労をなくすようご協力をお願いします。
　情報は、警察署にお知らせください。
　　　―　美方警察署　℡ 82 ‐ ０１１０ ―

広報しんおんせん（６月号）

H23（2011）.6.9

被
災
さ
れ
た
国
民
年
金  　

　

   

被
保
険
者
の
み
な
さ
ま
へ 

▼
国
民
年
金
の
保
険
料
が
免
除
に
な
り

ま
す

　

被
災
に
よ
り
住
宅
、
家
財
、
そ
の
他

の
財
産
に
つ
い
て
、
お
お
む
ね
２
分

の
１
以
上
の
損
害
を
受
け
た
方
は
、
国

民
年
金
保
険
料
が
全
額
免
除
に
な
り
ま

す
。

　

免
除
に
な
る
対
象
者
の
範
囲
や
申
請

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
役
場
ま
た
は
お

近
く
の
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

　

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申

請
用
の
被
災
状
況
届

▽
申
請
期
限　

平
成
23
年
７
月
末

▼
保
険
料
の
口
座
振
替
の
停
止

　

保
険
料
の
口
座
振
替
を
し
て
い
る
方

で
、
被
災
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
方
は
、
口
座
振
替
の
停
止
手
続
き

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

速
や
か

に
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

日
本
年
金
機
構
豊
岡
年
金
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
０
９
４
５

北
但
行
政
事
務
組
合
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請（
指
名
願
い
）           

　
   

臨
時
受
付
の
お
知
ら
せ

　

組
合
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、測
量
・

建
設
等
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、
物
品

製
造
等
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
業

者
の
方
は
、
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

書
（
指
名
願
い
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。有
効
期
限
は
平
成
24
年
３
月
31
日
。

　

指
名
願
い
は
平
成
22
・
23
年
度
の

２
ヶ
年
有
効
な
た
め
、
す
で
に
登
録
を

済
ま
さ
れ
て
い
る
場
合
は
申
請
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

審
査
の
結
果
、
入
札
参
加
資
格
を
有

す
る
と
認
め
た
場
合
は
、
北
但
行
政
事

務
組
合
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
に
登
載

し
ま
す
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
入
札
の
参

加
が
約
束
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

▼
受
付
期
間  

６
月
10
日
（
金
）
～

　
　

７
月
８
日(

金)

必
着
（
郵
送
可
）

※
提
出
要
領
・
申
請
書
様
式
は
北

但
行
政
事
務
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.hokutan.jp

）
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

北
但
行
政
事
務
組
合　

施
設
整
備
課

　

総
務
係
（
豊
岡
市
上
陰
１
７
８
‐
1
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
24
‐
５
５
０
４

農
業
者
年
金
現
況
届
の　

　
　
　

   
期
限
は
６
月
30
日

　

農
業
者
年
金
を
続
け
て
受
け
る
た
め

に
毎
年
1
回
、
現
況
届
の
提
出
が
必
要

で
す
。
農
業
者
年
金
基
金
か
ら
農
業
者

年
金
受
給
者
へ
、
現
況
届
の
用
紙
を
郵

送
し
て
い
ま
す
の
で
、
農
業
委
員
会
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
経
営
移

譲
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
証
明
手

数
料
３
０
０
円
が
必
要
で
す
。

◇
提
出
期
限　

６
月
30
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会

　

℡ 

82
‐
５
６
２
６
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不
妊
専
門
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

県
で
は
、
不
妊
に
悩
む
人
に
医
師
や

助
産
師
が
相
談
に
お
応
え
し
て
い
ま

す
。
不
妊
の
悩
み
か
ら
、習
慣
性
流
産
・

不
育
症
・
男
性
不
妊
・
治
療
の
相
談
な

ど
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
電
話
相
談
◆

▽
と
き　

毎
月
第
１
・
３
・
４
土
曜
日　

　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

助
産
師
（
不
妊
看
護
認
定
看
護
師
）

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽
相
談
専
用
番
号　

　

℡
（
０
７
８
）

　

３
６
０
‐
１
３
８
８

◆
面
接
相
談
◆

▽
と
き
（
完
全
予
約
制
）　

❖
毎
月
第
２
土
曜
日
午
後
２
～
５
時

　
　

助
産
師（
不
妊
看
護
認
定
看
護
師
）

❖
毎
月
第
４
水
曜
日
午
後
２
～
５
時

　

産
婦
人
科
医
師
又
は
泌
尿
器
科
医
師

▽
と
こ
ろ　

　

兵
庫
県
立
男
女
共
同
画
参
セ
ン
タ
ー

▽
申
し
込
み　

　

相
談
日
の
３
日
前
ま
で
に
予
約
専
用

番
号
か
ら
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
予
約
専
用
番
号　

　

℡
０
７
８
‐
３
６
２
‐
３
２
５
０

集
落
獣
害
ア
ド
バ
イ
ザ
ー  

　
　

   　

養
成
全
体
講
習
会

　

野
生
動
物
に
よ
る
被
害
が
深
刻
に

な
っ
て
い
ま
す
。
獣
害
か
ら
集
落
を
守

る
講
座
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
30
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
と
こ
ろ　

　

Ｊ
Ａ
た
じ
ま
総
合
営
農
セ
ン
タ
ー

　
（
養
父
市
八
鹿
町
朝
倉
１
１
４
１
）

▼
内
容

　
「
鳥
獣
害
、な
ぜ
増
え
る
？
ど
う
防
ぐ
！
」

　

・
農
作
物
を
護
る
防
護
作
の
管
理

　

・
野
生
動
物
に
と
っ
て
魅
力
の
な
い

　

環
境
づ
く
り

　

講
師　

近
畿
中
国
四
国
農
業
研
究
セ

ン
タ
ー
鳥
獣
害
研
究
チ
ー
ム
専
門
員

　

井
上
雅
央
さ
ん

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
込
期
限　

６
月
24
日
（
金
）

▼
主
催　

兵
庫
県
但
馬
県
民
局

▼
問
い
合
わ
せ　

豊
岡
農
林
水
産
振
興

事
務
所　

農
政
振
興
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
９
７

　

※
今
年
６
月
か
ら
変
更
し
て
い
ま
す

―

問
い
合
わ
せ―

　

兵
庫
県
健
康
福
祉
部
健
康
局　

　

健
康
増
進
課

　

℡
（
０
７
８
）
３
４
１
‐
７
７
１
１

募　

集

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館                        

陶
芸
教
室
参
加
者
募
集

　

小
谷
融
旭
さ
ん
（
浜
坂
）
に
、
陶
芸

の
基
礎
を
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、
手

づ
く
り
の
作
品
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

　

７
月
11
日
（
月
）
又
は
12
日
（
火
）

　
　

午
後
1
時
30
分
～
４
時

　

※
希
望
日
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
と
こ
ろ　

図
書
館
・
視
聴
覚
室

▼
対
象　

町
内
在
住
の
高
校
生
以
上

▼
募
集
人
員　

先
着
15
人

▼
内
容　

湯
の
み
、
茶
碗
、
コ
ー
ヒ
ー

カ
ッ
プ
の
い
ず
れ
か
１
点
を
作
り
ま

す
。

▼
講
師　

小
谷
融
旭
さ
ん

　
（
陶
芸
家
の
雲
雀
民
雄
氏
に
師
事
）

▼
費
用　

材
料
代
１
０
０
０
円

▼
申
込
締
切　

６
月
29
日
（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　
　

℡
82
‐
５
２
５
１

男
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　
「
男
前
講
座
」
受
講
生
募
集

　
「
何
か
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
な
」
と
考
え
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

町
内
在
住
・
在
勤
の
男
性

▼
募
集
人
員　

20
名

▼
申
込
締
切　

６
月
14
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

新
温
泉
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
92
‐
１
８
６
６
・
82
‐
１
０
７
１

第１回 第２回 第３回
６月 20 日（月）
午後１時 30分～３時

６月 27 日（月）
午後１時 30分～３時

7 月 1 日（金）
午前９時～午後１時

町民センター サンシーホール浜坂 町民センター
苔だまづくり
　苔だまから、人
と人、人と自然が
仲良く暮らすヒン
トを学びます

人に好かれる話方講座
　話し上手、聞き
上手になるための
コミュニケーショ
ン術を学びます

ザ・男の料理
　おいしくて、あっ
たかくて、笑顔に
なれる料理を学び
ます

材料費 1,500 円 ― 材料費 300 円
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但
馬
ゆ
う
ゆ
う
塾
講
座　

　
　
　
　

  

開
設
者
の
募
集

　

自
主
的
に
企
画
・
運
営
す
る
学
習
会

や
講
座
を
支
援
し
ま
す
。

▼
支
援
内
容

　

①
兵
庫
県
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
応
援
隊
に

　

登
録
さ
れ
て
い
る
講
師
の
派
遣

　

②
但
馬
文
教
府
の
施
設
無
料
利
用

　

③
広
報
活
動
の
支
援

▼
募
集
す
る
講
座　
「
生
活
の
創
造
」、

「
豊
か
な
地
域
社
会
の
創
造
」、「
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
」
な
ど
を

テ
ー
マ
と
し
、
自
主
的
な
運
営
で
開

再
就
職
訓
練
の
受
講
生
募
集

　

求
職
中
の
方
を
対
象
に
、
職
業
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
ま

ず
公
共
職
業
安
定
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
訓
練
内
容　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
２
級
課
程

催
す
る
学
習
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▼
講
座
開
設
者　

但
馬
地
域
内
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
す
る
個
人
ま
た
は

グ
ル
ー
プ

▼
講
座
開
設
期
間　

　

平
成
24
年
３
月
15
日
（
木
）
ま
で

▼
応
募
期
間　

　

平
成
24
年
２
月
29
日
（
水
）

▼
応
募
方
法　

申
請
書
（
但
馬
文
教
府

青
少
年
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　

 

登
録
者
募
集

　

青
年
層
に
地
域
で
活
躍
す
る
場
を
提

供
し
ま
す
。
自
然
体
験
活
動
、
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
・
福
祉
活
動
な
ど
の
分
野
で
、

あ
な
た
の
チ
カ
ラ
を
誰
か
の
た
め
に
活

用
し
ま
せ
ん
か
。

▼
登
録
方
法　

　

登
録
用
紙
（
但
馬
青
少
年
本
部
Ｈ
Ｐ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
に
必

こ
こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く
り 

　
   　

５
０
０
人
委
員
募
集

　

次
代
を
担
う
青
少
年
の
育
成
活
動
や

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
活
動
の
担
い
手

と
な
る
委
員
（
平
成
23
・
24
年
度
）
を

募
集
し
ま
す
。

▼
対
象　

青
少
年
育
成
や
地
域
づ
く
り

活
動
に
意
欲
の
あ
る
概
ね
20
歳
以
上

の
方

▼
募
集
人
員　

40
名
程
度

▼
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム　

２
年
間
で
24
回
の

セ
ミ
ナ
ー
（
全
県
６
回
、地
域
10
回
、

地
域
交
流
活
動
８
回
）

▼
受
講
料　

無
料

▼
応
募
締
切　

６
月
24
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ　

　

但
馬
青
少
年
本
部（
但
馬
県
民
局
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
４
８

要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
等
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

但
馬
青
少
年
本
部

　
　
（
但
馬
県
民
局　

県
民
運
動
課
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
４
８

　

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w

w
5.

nkansai.ne.jp/org/t-seishonen/

文芸誌「しんおんせん第 5 号」作品募集
　新温泉町文化協会では短詩型文芸作
品集「しんおんせん第５号」の掲載作
品を広く募集します。
　▼募集作品　
　　俳句、川柳（各５句まで）
　　短歌（５首まで）五行歌（２句まで）
　　詩、エッセイ（各 800 字以内）　など　　
　　　　　　　　　　     　いずれか１編　　
　▼参加費　1 編につき 1,000 円
　　　　　（参加者には１冊進呈します。）
　▼応募期限　７月 8 日（金）
　▼発行　９月中旬予定
　※文芸誌は１冊 500 円で販売します。　
　▼問い合わせ
　　新温泉町文化協会事務局
　　　温泉公民館　℡ 92 ‐1870
　　　浜坂公民館　℡ 82 ‐ 4339

Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
）
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　
（
公
財
）
兵
庫
県
生

き
が
い
創
造
協
会
但
馬
文
教
府

　
　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
４
４
０
７

　

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

　
　

http://w
w

w
.t-clip.jp/

▼
訓
練
期
間　

　

７
月
５
日
（
火
）

　

～
８
月
31
日
（
水
）

▼
訓
練
場
所　

大
岡
学

園
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
キ
ャ
リ
ア
カ

レ
ッ
ジ
但
馬　

　
　
　
　
（
豊
岡
市
戸
牧
５
０
０
‐
1
）

▼
応
募
期
限　

６
月
16
日
（
木
）

▼
選
考
日　

６
月
24
日
（
金
）

▼
受
講
料　

無
料

　

た
だ
し
、
教
材
費
は
自
己
負
担

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
立
但
馬
技
術
大
学
校
管
理
課

　
　

℡
（
０
７
９
６
）
24
‐
２
２
３
３

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
香
住

　
　

℡
（
０
７
９
６
）
36
‐
０
１
３
６
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草刈り機を使用した草刈り・枝きり・蛍光灯電球の交換・網戸、外の窓洗い・網戸、
障子の張り替え・家具の配置換え・台所、換気扇掃除・トイレ掃除・浴室掃除・カビ

取り・簡単な補修仕事・パソコンの設定・文章の打ち込み等、すべて一時間 1,500 円

でご利用いただけます。
[ 新温泉町（旧浜坂町）三谷から、お宅までの燃料代　1km × 1� 円や、材料費等は別途
金額となります。] 　事前予約をお願い致します。まずはお電話下さい。（お見積もり無料）
　お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　担当　熊本、池上
　　　　　　　　　　　　　　　Tel 　82-2896　　担当者直通電話　080-1908-�829　

買い物、病院等への外出の付き添い・墓掃除・草抜き・

【広告】 家のことの不便、悩みあきらめないで！！

兵
庫
県
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

10
月
入
校
障
害
者
訓
練
生
募
集

▼
対
象　

身
体
障
が
い
者

▼
募
集
科
目
・
定
員　

県
立
山
の
学
校
生
徒　
　

　
　
　
　

   　
　

追
加
募
集

　

自
然
の
中
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活

動
と
寮
で
の
共
同
生
活
を
通
し
て
、
た

く
ま
し
く
生
き
る
力
を
培
い
、
進
路
実

現
を
支
援
す
る
山
の
学
校
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

　

就
学
期
間
１
年
間
の
全
寮
制
で
、

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
。
土
・
日
曜

日
は
休
業
日
の
た
め
帰
省
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員　

若
干
名

▼
募
集
期
間　

生
徒
数
が
定
員
に
達
す

る
日
ま
で
（
平
成
23
年
9
月
末
）

▼
学
校
説
明
会　

　

６
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時
～　

　

姫
路
市
民
会
館

▼
体
験
入
学　

　

７
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時
～

▼
問
い
合
わ
せ　

公
益
財
団
法
人
兵
庫

県
青
少
年
本
部　

県
立
山
の
学
校

（
宍
粟
市
山
崎
町
五
十
波
４
３
0
‐
２
）

　

℡
（
０
７
９
０
）
62
‐
８
０
８
８

　

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
事
務
科　

15
名

▼
受
付
期
間　

　

６
月
20
日
（
月
）
～
７
月
19
日
（
火
）

▼
選
考
日　

８
月
２
日
（
火
）

▼
授
業
料
等　

授
業
料
は
無

料
（
教
科
書
代
等
は
自
己

負
担
）
通
校
の
困
難
な
方

に
は
寮
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

国
立
県
営
兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
（
伊
丹
市
東
有
岡
４
丁
目
８
）

　

℡
（
０
７
２
）
７
８
２
‐
３
２
１
０

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
香
住

　
　

℡
（
０
７
９
６
）
36
‐
０
１
３
７

　宇野雪村生誕 100 年記念

第12回「宇野雪村賞」全国書道展作品募集
　今年は、宇野雪村先生生誕 100 年にあたります。
雪村先生の遺徳を顕彰するとともに書道を普及させる
ため、作品を募集します。
　課題は、雪村先生生誕 100 年にちなみ、「雪」「誕」、
東日本大震災の復興を願って「興」としています。
◆作品数　１人２点まで（未発表のものに限る）
◆題材　①規定課題　「雪」「誕」「興」
　　　　②自由課題　題材自由
◆部門　一般の部（大学生以上）
　　　　学生の部（中・高校生）
◆作品の寸法等　半切、全紙１/2 のいずれか
未表装。作品の右下に出品表を貼付すること。
◆出品料　一般の部　１点につき 1,000 円
　　　　　学生の部　１点につき　300 円
◆応募締切　9 月８日（木）必着
◆表彰式　10 月 23 日（日）午後 2 時～ 3 時
　　　　　浜坂多目的集会施設
◆主催・共催　第 12 回「宇野雪村賞」全国書道展　
実行委員会・奎星会

　　　特別記念演講演会
　と　き　10 月 23 日（日）午後 1 時～ 2 時
　ところ　浜坂多目的集会施設　
　演　題　「宇野雪村の業績とふるさと―兵庫・浜坂―」
　講　師　奎星会名誉会長　菅野清峯さん

　　　　　　　―問い合わせ―
「宇野雪村賞」係（浜坂先人記念館内）℡ 82 ‐ 4490
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広
報　

し
ん
お
ん
せ
ん

編・集・後・記

広報を読まれた方から葉書をいただきました。
５月お知らせ版の表紙「まちなか探索」欄で、『目
に青葉・・・』とあるが、山口素堂の句を引用し
たなら『目には青葉山郭公（ほととぎす）はつ松
魚（かつお）』の間違いではないかという内容の
ものです。
改めて調べたところ、ご指摘いただいたように

「目には」が正しいということです。「目には青葉」
では字余りなので、語呂よく「目に青葉」と言わ
れるようになったとありました。ご指摘ありがと
うございました。この場を借りて訂正いたします。
広報は発行までに何人もの目を通しています
が、印刷後に誤りを見つけることもあり、そのた
びドキッとします。今後とも間違いのないよう細
心の注意を払いますが、皆さまにも隅々までお読
みいただき、ご意見やご指摘をいただければペン
を持つ（パソコン打つ）手にもいっそう力が入り
ます。よろしくお願いします。仲

           ４月 16 日 ～ ５月 15 日届け出分　　（敬称略）

広報しんおんせん（６月号）

６月号
vol.69

住　所 氏　　名 年　齢 死亡日住　所 氏　　名 保護者 出生日

H23（2011）.6.9

編
集

・
発

行
／

新
温

泉
町

役
場

　
　

〒
669-6�92　

兵
庫

県
美

方
郡

新
温

泉
町

浜
坂

26�3-1 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow

n.shinonsen.hyogo.jp
　

　
　

　
　

　
　（

企
画

課
）　

　
　

tel（
0�96）82-3111（

代
）   　

fax（
0�96）82-30�4　

　
 （携

帯
電

話
版

）　
http://w

w
w

.tow
n.shinonsen.hyogo.jp/ｍ

 　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

※
機

種
に

よ
り

一
部

ご
覧

に
な

れ
な

い
ペ

ー
ジ

が
あ

り
ま

す
）

 広
報

し
ん

お
ん

せ
ん

は
、

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
電

子
メ

ー
ル

     info@
tow

n.shinonsen.hyogo.jp　

「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

●まちのうごき●　
　6月1日現在

（　）内は前月比

人　口 16,686 人 （ｰ 2�）

　男 �,92� 人 （－   9）

　女 8,��9 人 （－ 16）

世帯数 �,821 世帯 （± 0）

うぶごえ

ご結婚おめでとう

まちのうごき

ご冥福をお祈りします


